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東洋の思想と宗敎 　第三十五號 　平成三十年（二〇一八） 　三月 　拔刷
范曄『後漢書』の後漢末觀と劉宋貴族社會















































やかに 評しさられている。他人の生命はいうにおよばず、自己の生命もけっして浪費すべきではない。犬死はむだだと范曄は力說する」と言い、范曄が眞に評價 ていたの 逸民でも黨人でもなく、時の權力者に對し就くでも就 ぬでもない權衟的な生き方をした人士、具體的には淸廉を稱されながら一方で宦官との交際も厭わなかった陳寔、逆臣董卓に仕えた荀爽・王允、曹操 第一の腹心であ 荀彧らであっ とする。そして范曄が荀彧らこそを評價し 理由を 彼 がいずれも六朝時代の名門の祖先であっ ことにあると指摘する。すなわち、 「范曄の屬する南陽の范氏もその一員であったところの六朝貴族社會、その淵源と典型」を六朝人が彼ら權衟派に求めていたためであるとする である。
以上の吉川の硏究は示唆に富み、後述のとおり本論が據る

































































































































































































































線②で、陳蕃傳論にも用いられた「仁を以て己が任と爲す」によって、荀彧のその行動を正當化する。そし ③世閒の荀彧論者を念頭に置いた上で、④漢が滅びたのは時勢から自然のことであって荀彧の行爲が原因ではないこと、荀彧が曹操に與したのはやむにやまれぬ狀況ゆえのこと、荀彧が曹操の魏公卽位に反對して死んだのは「正に歸する」 「身を殺して以て仁を成すの義」であることを主張する。自己犧牲をも厭わぬ漢への忠、それこそが荀彧の本心であると で、動⺇主義によりその擁護を圖るのである。
吉川が言う權衟派は、たしかに范曄から高く評價される。



































































































































































































































































































































































































































君劉裕が漢 末裔を稱していたためである。 『宋書』武帝紀上は、 裕は漢 高祖劉邦の弟である楚王劉交の二十二世孫であると記し、 あるいは 『宋書』 樂志二




































































































































































































１） 　川勝義雄 『六朝貴族制社會の硏究』 （岩波書店、 一九八二年） 、增淵龍夫『中國古代の社會と國家』 （岩波書店、 一九九六年） 、矢野主稅『門閥社會成立史』 （ 書刋行會、一九七六年） 、多田狷介『漢魏晉史の硏究』 （汲古書院、一九九九年） 渡邉義澔 『後漢國家の支
配
と儒教』 （雄山閣出版、 一九九五年） を參照。
（





九六七年。 同氏 六朝精神史 〈同朋社、 八四 〉 所收 。
（




 黨錮事件理解の前提として」 （ 『佛教大學文學部論
集』八二、一九九八年）を參照。
（






 、二〇〇二年） 、安部聰一郞「 『後


















非不能絜情志、違埃霧也。愍夫世士以離俗爲高 而人倫莫相恤也。以遯世爲非義、故屢退而不去、以仁心爲己任 雖衟遠而彌厲。乁遭際會、協策竇武、自謂萬 一遇也。懍懍乎伊望之業矣。功雖 終、然其信義足以攜持民心。漢世亂而不亡百餘年閒、數公之力也」 。
（
８） 　漢が滅亡に瀕しながらなお陳蕃たち忠良により命數を長らえさせたとする歷史認識は、 『後漢書』桓帝紀論や列傳五十一論にも見ることができる 『後漢書』はそ 成立事情のために表現 れることすべてが范曄の認識であったと卽斷する
ことが難しい。しかし他卷の論贊でも同樣の理解が見られることは、これを范曄の認識と見なすことに一定の妥當性を與えよう。
（
















































































講德也。徒營己治私、 求勢逐利而已」 （ 『中論』譴交第十二）ほか『中論』における淸議批判については、增淵龍夫「後漢黨錮事件の史評について」 （ 『一橋論叢』 四四
︱
六、 一九六〇年。
前揭 『中國古代の社會と國家』 所收） 、 和久希 「徐幹の經學 　「大衟の中」 をめぐって」 （ 『中國文化』 六六、 二〇〇八年。同氏 『六朝言語思想史硏究』 〈汲古書院、二〇一七年〉所收） 、渡邉義澔「曹丕 『典論』と政治規範」 （ 『三國志硏究』四、九年。同氏『 「古典中國」における文學と儒教』 〈汲古書院二〇一五年〉所收）などの硏究がある。
（














25） 　吉川はこの批判の背景に、嚴然たる君主權力の存在を求める葛洪の理念を考える。その點では 君主として黨人の私性を批判した曹丕と葛洪は姿勢を一にすると言える。また渡邉義澔は、 が擧げる先人がいずれも孫吳人士であったことを踏まえ、正郭篇・漢過篇に示された後漢末批判を、 「西晉末期の察擧に對する葛洪の、さらには江東全體の 滿の假託と考えてよい」としている。渡邉義澔「 『抱朴子』の歷史認識と王導の江東政策」 （ 『東洋文化硏究所紀要』一六六 二〇一四年）を參照。
（









28） 　後漢末からの范曄までの郭泰評價の變遷に關しては、前揭の安部「 「後漢書」郭太列傳の構成過程 　人物批評家としての郭泰像の成立」を參照。安部によれば、范曄は郭泰の樣々な側面 うち人物批評家としての郭泰像をより强く重視しているという。
（















31） 　ただし、 袁宏は葛洪と異なり淸議そのものは强く否定せず、その弊害と倂記して本來備えるべき有效性も擧げる。葛洪が黨人の淸議批判に魏晉期の淸談批判を假託したことと異なり、袁宏は淸談亡國論否定論者であった 袁宏による淸談擁護論については、松浦崇「袁宏『名士傳』と戴逵『竹林七賢論』 」 （ 『中國文學論集』六 一九七七年）を參照。
（
32） 　「漢自桓靈、君失其柄、陵遲不振、亂殄海內、以弱致弊、虐不乁民、劉氏之澤未盡、天下之望未改。 征伐者奉漢、拜爵賞者稱帝。名器之重、未嘗一日非漢。……劉氏 失天下、荀生爲之也。若始圖一匡 終與事乖、情見事屈 容身無所、則荀生之識爲 智矣。 若取濟生民、 振其塗炭 百姓安而君位危中原定而社稷亡、於魏雖
、於漢已疏、則荀生之功爲不義也。





33） 　中林史朗は、袁宏が黨人批判などを通じて名教のあるべき姿を强く提示する理由を 鄕黨社會における鄕論の輿望が貴族の存立基盤であったためとする。 「彼らは名門であるが故にこそ、理念的にはあくまで名教に基づく名教の徒であらねばならなかった」という。中林史朗「袁宏管見
  政治的動靜
と「後漢紀」 」 （ 『大東文化大學漢學會誌』三二 一九九三年。
同氏 『中國中世四川地方史論集』 〈勉誠出版、 二〇一五年〉 所收）を參照。
（
34） 　「贊曰、 琛寶可懷、 貞期難對。衟苟違運、 理用同廢。與其遐棲、豈若蒙穢。悽悽碩人、陵阿窮退。韜伏明姿、甘是堙曖」 （ 『後漢書』列傳四十三） 。
（











37） 　岡崎文夫『魏晉南朝朝通史』 （弘文堂、一九三二年） 。
（
38） 　宮崎市定『九品官人法の硏究 　科擧前史』 （中央公論社、一九九七年） 。
（





の硏究』 （京都大學學術出版會、二〇〇三年） 、中村圭爾『六朝政治社會史硏究』 （汲古書院、二〇一三年） 、川合安『南朝貴族制硏究』 （汲古書院、二〇一五年）などを參照。
（








と寒門・寒 」 （ 『集刋東洋學』四九 一九八三 。前揭『南朝貴族制硏究』所收） 。
（










44） 　目黑杏子「後漢郊祀制と『元始故事』 」 （ 『九州大學東洋史論集』三 〇八 。
（


























惠義以義熈十三年入嵩髙山 卽得璧金獻焉」 （ 『藝文類聚』卷八十四
 寶玉部下） 。
（



















53） 　「世之論者多譏、 彧協規魏氏、 以傾漢祚、 君臣易位、 實彧之由。雖晩節立異、無救運移。功既違義 識亦疚焉。……臣松之以爲、斯言之作、誠未得其遠大者也。彧豈不知魏武之志氣、非衰
漢之貞臣哉。良以于時王衟既微、橫流已極、雄豪虎視、人




54） 　渡邉義澔「 『世說新語』の編集意圖」 （ 『東洋文化硏究所紀要』一七〇、 二〇一六年。同氏『 「古典中國」における小說と儒教』〈汲古書院、二〇一七年〉所收）
　〈キーワード〉黨錮の禁、 『後漢書』 、貴族制 　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
 
